












この辺りは昔、隠れキリシタンの村があったと言う話であるが、祖先の一人が家業が嫌に り、雲西寺という浄土真宗 寺を建てて別家し、私の机父も出家 たが、姉婿の養子を離縁せねばならなくなり、山系





















天皇は激怒され、鎮圧、処刑されたが、それでも下から突き上げられて暴走気味の軍の力を圧えることが出来ず、湖北昭和十二年には中国との戦争が南京、武漢、広州にも広がり、全面的 長期の日中戦争となり、私の中学卒業前の 国家総動員法 制定された。国内の激動が続き、満州国建同で微かな希望の光 見える他は中 戦線は益々戦闘が激化し、問際的圧力も強まる中、すべてが大きく変わろうとしていた。昭和十三年、跡取りである父親の長男の私が帰国して、家業を継ぐことを望んでいた祖父の葬儀を大分故郷で済ませて夜行で神戸に帰り、その足で中学の期末試験に臨んだ朝、突如神戸・阪仲間を襲った六甲山系の大山崩れが起こり、神戸一中五年生の夏休み 生き埋めになった死体掘りや、崩壊家屋や道路の土砂処理等に明け暮れしたのであった。何となく無情を感じながら昭和十四年の春の卒業が迫り 人生の進路を決める上級学校の選択に臨み、私が飛び出して祖父の死後祖母が寂しく守る家業を思い、戦争の拡大化で貿易が次第に難しくなり、ブラジル支店も閉めざるを得なくなって苦悩している父の様子を思い、また戦争 激化から田舎の幼友達にも応召、戦死者も出始 、人生進路に悩み、戦争を考え 生死を思い 果ては人生を考え、これから 人生如何に生






家に在るときは毎晩、勉強を終えた深夜、神戸の家の近くの会ド山という小山に登り、冥想を重ねながら、抱えすぎた諸々の悩み、雑念 払うのを常としていた。たまたまそこに一寺あり、境内に憤怒の形相凄まじく 右手 剣を掲げ、背に燃え盛る光背を背負って立つ不動明王の立像あり、強 引き付けられるものを感じ、以後雨の日も風 日も欠かさず毎日深夜明王と対土寸一こ。品川脚，
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だと気に入るかも知れぬ、連れて帰って北大に入れて医者にでもしてくれ」と叔父に頼んだ。叔父と一一人、北海道 目指して旅立ったが、東京ま 特急つばめ号で八時間 札幌まで速いので東京・西荻窪の親戚吉村家に三泊し、また 人汽車に乗り、ゴットンコットンと東北本線を走り 青函連絡船に乗っ
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だ、五高をスベッタと一五日っていたが 私は嘘だと思っていた。その様 事で悩み迷っていたのか。よかった、よかった、人間は目標を立てて生きねばならぬ、背年は志を立てて飛び立たねばならぬ」 非常に害んでくれた。両親も始めは驚いたが、貿易仲間や大阪 繊維紡績業者から同文書院のことを聞き 多少 納得し安心したようであった。






















































































勿論、国際的立場も生じるので私学であるが 主旨に賛 した日本全国 県から選別された県費生、満
鉄や毎日新聞等の企業組織から選別されて派遣され 学生 朝鮮総督府、台湾総督府で選別し くる朝鮮人、台湾入を含めて約半数が厳選され 日本全国の秀才、英才であった。残りは私費生である。勿論、多数の中国人学生もいたのであるが、日中戦争激化の中で次第にその教は減 て行き、我々の時は台湾出身者だけになっていた。
















































すれば「中国関係に一生を捧げようと志すなら、出位、金儲けは諦めよ。馬鹿になって中国に飛び込め。小手先の理屈は第二にして、 でも飲んで馬鹿に る第一歩を踏み出せ」と言うことであると解釈したが、その後、中国と深く関わるにつれ、先輩達が伝統として残したであろうこの様な考え方はなるほどと感じることが多かったのである。尚志会｜大きな愛国心研究入学後間もなく、私が少し変わった雰囲気を持っ たせいか、同文書院の中でも特に身 捨て でも純粋に興亜に遇進しようとする豪傑共の集まったグループがおり、そういう気風の故に学内でも右派 見なされ、日本の右翼とも述絡 ある尚志会という会に引っ張り込まれた。この会は書院の先輩で満州国副総理を務め、ま 大同学院の教授であった中山優さん、この人は書院時代
授業にあまり出ず、図書館に能もって万巻の書を読み、後 一切を捨て四書の大学によって開眼したと言う哲人で、この人の指導により出来たという事である。
私が入会したときはこの中山さんや 建問に携わった人達の推薦で広島文理科大学 授を辞して王道による理想悶家を満州に造る事 挺身され、後、東条英機関東軍参謀長 満州 追われて同文書院の教授に


























紅司会の最高顧問を務めた同文書院出身奉天総領事林出賢次郎氏が反軍的であるとして関東軍参謀長東条英機中将に満州及び外務省を追われるようなことが相次ぎ 満州協和会も次第に初期の理想と離れて行き、民立を失っていった。北支の新民会もまた同じであり、中文の消郷工作に至っては日本の威令、任政権の威令は都市だけに限られるに至り、農村では編んだ膨大な竹の垣を張り巡らせて、その中だけを清郷とする有様で話にならず、子供の政治ではないかと情けなくなった。尚志会では激論の末、中国人に信望の厚い人を県長に据え、その下で我々が学校 休学して犬馬の労を取って民政をやり、それで成功すれば模範県に見習えと次々に中支 広げて行こうと言う決議に達 、軍の協力理解を受ける必要があるとして、南京総軍・辻参謀まで代表を送 が、辻参謀南方出張中で会えず、後 返答すると言われたがうやむや なった。以上の様に日本の軍政、任精衛政権が中国人特 股村で民意を失って行く姿を見、その陰で次第にこれを
補完し力を付けて行く中国共産党の動きを感じ、尚志会ではマルクス理論 国共産党 研究をやらねばならぬと感じ始めた。




先生の指導を受けており その活動は激しく、書院右派と見なされていた我々尚志会 自然、激しい論争を交すことが多くなった。我々は日本の右翼とも多少連絡がありマルキストから見れば明らかに右派であろうが、中国との関係から見て中国に尊敬される右派であらねばならぬと思っているし、日本を愛する いう立場であっても日本中心日本独善の愛国者に対しては批判的であった。左派マルキストの言う事を聞いていると、
マルクス理論が絶対で、これを以て中国も日本も革命的に抜本
的に変えなければならない、天皇制も孔孟の教えも吹き飛ばさなければならないと確信的である。そこで彼らの拠って立つ哲学、唯物論に対し唯心論的 対抗して行く 彼ら そこ迄深く勉強してないから議論は噛み合わない。彼らの確信的態度の中 、右翼の一部に見る械 狂信的な要素を感じ
マルクス新興宗教だと











となり、共産党に入党して九州の中小炭坑の組合長として労使の信頼を得ていたが、なぜか又共産党を脱党して一市民となった。中国に在って日本軍政の暴走を憂慮し、軍を支持し、或いは便乗 る右翼に反発して左翼に走ったのであろうが、私がキャプテンをしていた硬式庭球部も共産党に入党したものも多かった。しかし或る者は中共派として締め出されたり、脱党し りし ものが相次い 共産党に残ってい もの 殆ど居ない。先生の中にも小岩井浄さんといって、徳田球一氏達と共に初期の日本共産党に弁護士として参加した先生が転向されて同文書院で教鞭を取っておられた。先生はキリスト教社会主義者から自然 共産党に入られ
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が唯物論的な考えや目的のためには手段を選ばぬ共産党の人の心を無視した考えに次第に耐えられなくなったのか、共産主義信奉を捨てない妻子とも離別し、我々と共に妙心寺上海別院で座禅 打ち込み、私達と同様中道 愛国者の道を模索されているようであった。
私に小岩井ゼミのセンターになる様先生からの要望があったが、すでに口回先生の指導を受けているので信頼のご好意は有難かったが謝辞した。先生は後 五・一五事件に参加した山岸中尉の姉で上海浦東地区での難民救済活動で有名だった山岸たか子氏と結婚し、戦後、同文書院の分身愛知大学の設立に挺身した最後の書院院長である本間喜一学長のあと第三代の学長と った。さて中国共産党は尚志会の農村実態調査や寧波地区で共産党解放軍新四軍との軍隊での交渉や戦闘を通じて共産軍が中国を制するのではないかと予感したが、その通りになった。私の上海学生時代、中国 欧米自由主義国家の応援する蒋介石政権、欧米の東洋植民地化侵略に反発し、東洋人による東洋 解放 目指し日 が応援した託精衛政権
ソ速が応援する中国共産党との三つ巴の激し
い抗争を見てきたが、各派共、中国を統一して世界になめられない大中華建国を目指しての愛国心というか愛民族心というのか、その精神的高揚は凄まじいも であ 。これに比べると日本人の愛国心なるものは底が浅いと思われ、中国共産党もその中華的愛国心に基づいて
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へ行くようである。ようやく心が更に静まってダンスホールの音が気にならなくなりかけたころ、私の前に役憎が座って何事
かを促す。今ちょうど調子に乗りかけているので動きたくない。座り続けて今少し何物かをつかんでから和尚前に出たいと思い、パスしてと私は言い動かぬ。だめだと相手は言う。しびれを切らした役憎が私の胸倉を取って引き出そうとした。私は思わず座蒲団をつかん 禅堂を引き因された。立ち上が ぬので役僧二人掛かりで私を押え込みにきた。こうなれば騎虎の勢いである。二人 に大立ち回りを演じ、力尽きて二人の役僧に担がれ、和尚の部屋に放り込まれた。
腹が立つやら馬鹿馬鹿しいやらで和尚に無言で一礼して自席に一民ったが、静かで半分限ったような座禅が一転、真剣な空気に包まれたのを肌で感じたので った。座禅が終わって老師の説教が始まったが、関口一番「本日ここに神聖なる道場を冷や しに来たものがおる。以後いっさい当道場への参入を断わる」ときた。以後兵隊で入隊するまで約三年間、座禅を続けてしまった。和尚の一言に引っ掛かってしまったのである。中国では、印度から伝 た仏教は永年のうちに日本 韓国、チベットへ素通りしてしまい、道教の中
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反対に私は上海で中国の政権抗争の裏で繰り広げられている世界に述なる凄まじい謀略や中国全土に広が
り泥沼化して手を焼いている日本車の情況や満州ノモンハンでソ連戦車部隊に完敗した事実を隠し、それに対して正しい対応がなされ ない情勢等を多少知っていて愛国の情を抱いていたので、「何と馬鹿な 単純で、思い上がった小国日本が世界を相手に、精神論だけで勝 るも か、和尚も小さい、世界を知らぬ」とがっくり たのであった。
それから二年後の昭和十八年、日本 軍主導 下に陸軍も植民地解放を旗印に英米に封鎖された石油を初









小田雪窓老師は後大覚寺の管長とな れた。密教研究死を覚悟せねばならぬ入隊に際し、即身成仏を説く密教のほうが禅より直哉的だと感じた。この世にはお釈迦様の説く生 病死の四苦 他矛盾、不合理、悩み、苦痛は大小数知れず渦巻いている。


































私は中国へ留学した空海 中国での勉 の仕方 行跡に深 感動を覚えるのであるが、空海も密かに不動明王を自分の守護仏にされていたのではないかと感じた。


















来ている一部 日本人は、威張っている割りに人間として程度が低く恥ずかしいと思っております 今現在私の心を割って取り出せば、小国人に対して恥ずかしくない日本人になっ やろう、
いや努力せねばならぬ
と思っている段階です。これから勉強して行くうちに何をやっ ら良いのか分ってくるでしょ 」と答えた。その問、中国人らしくない鋭い日で私を見てい 彼は、破顔一笑ぬう！と大きな手を私に差 出して握手をし、「それでよい」「今日 ら君 私の弟になった。夏休み等は日本に婦 ず、自分の家と思って私の家に来い」と言ってくれ、以後ときどき訪問したがいろいろのこと 教え指導してくれた。





強い綿花を南通地区一帯 植えて綿花 帯とし、それが成功すると交通の便を考え長江に近いところに紡績工場を造り、製品を上海に出荷して多くの利益が出るようになり、南通一帯は街、農村共大いに栄えたが、張審は更に船着き場を整備し、汽船を購入して江北 豚やアヒルや鶏 その他の土産物を上海に出荷し、その金で上海の文物を購入して南通文化の興隆を計るほか、紡績で挙げた利益で学校を建て 事試験所を造り、病院を建て、民生福祉面でも目覚ましい成果 挙げ、蒋総統時代は模範県とされ、他 地域は南通 学べと言われたものだった。そして驚いたことに昔、南通という田舎町の中学で既に日本語を学ばしていた事であった。ところが今その紡績工場は軍の委託か何か判らぬが鐙紡が経営し おり、病院も鐘紡病院になっている。そして紡績工場の利益は日本へ持 て行くのか、日本軍へ行くのか分からぬが民生に還元されぬの 南通街は昔の繁栄の面影はない。 が真に中国と手 携えて行こうとするならば 利益の一部をもう少し民生に還元すべきだと思うが、君はどう思うか、だれか鐙紡の有力な者を知らぬ 説得できぬかと徐氏は言う。書院の北野大吉教授の経済学説史の講義の中の英国の社会経済学者ロパ
lト・オl
エンの学説と南通の発




















年後には必ず自由化すると断言し、また中共に連動して動き初めて神戸共産党の支部長が日中友好協会初代支部長の委嘱に私のところに来たが、愛中国民族のためマルキシズムを利用した中国共産党とマルキシズムに心酔して日本、日本民族 消し去っても仕方ないと考える日本共産党とは全然合わないと断言した。二つとも私の予言は的中したがこれは皆、彼の教示が頭にあったのと中国人の心、体質を実地で胸で学んだ結果であり、戦後の日本 復興 対する日本 共産党 社会党の動き 功罪に対する私の一貫 行動も 国で学び、体得したも が基礎となっているのである。
四、中国風呂でピストルを突き付けら る或る日 徐則宗氏は多忙であったので部下の少佐に義弟の私を中国風呂に連れていって接待するよう命じ






初対面であり余り物を言わぬ男であった 気にもしていなかった。色々やってもらって最後の仕上げにシヤワーを浴びて完全 寛いで休息室に入ったところ、先に上がってい その少佐が椅子に座ったまま拳銃を私に向けてきた。寛いだ気持ちになっていたので驚いた 、何故そういう態度を取るのか納得出来ないので「要開火打開火」「我可不明白有什座理由」「不能理解体的想法」撃つなら撃て、しかし俺は理由が分からん、君は何を考えているんだ、と一百うと彼は「我是交通大学畢業 」俺は交通大学の卒業生だと言ってニヤリと笑つて拳銃を納めた。以前、上海交通大学 東亜同文音院とは近くにあった関係で上海の抗日学生運動の旗頭であった交通大学に抗日運動の標的にされたこ があ た様 り、その後同文書院は兵火に焼かれ、交通大学は教授、学生共に蒋介石政権と共に重度に移 難民に荒らされていた を が借り私達はそ 上海交通大学の校舎で勉強していたのであった。江沢民も上海交通大学 卒業生である。彼の一言で彼の屈折した気持ち、その奥に潜む縁に繋がる一筋の親愛の情を感じたのであった。しかし複雑な中国に在つては心が通じなければ何が起こるか分からない であった。五、中共軍に脱出・参加する人また或る日、夏の暑い日差しの中を田舎町南通の大通りを歩いていると、先方からやって来た背の高い中






















エンの学説を対比させて講義されたが、中国経済の実践的分析研究に非常に参考になったし、神戸商大からは欧米へ 研究留学が不可能になっていたためであろう新庄博氏、｛日下忠雄氏、戸川義郎氏等の新進気鋭の若い教授達が経営学、会計学、簿記等を教えた。その他に東大我妻教授の民法、元広島文理大学教授で満州国建国に参画した口凶康信氏の憲法、日本共産党創成朗弁護士として参加して後転向した小山石井浄 の日本精神史、同文書院大先輩小竹文夫氏の中同経済論や鈴木択郎氏、熊野正平氏、坂本一郎氏 仙…返善雄氏等日本一の中国語教育陣に加え各 科共一流の人物、志有る気鋭の人物を集めた教授陣は充実していた。尚垣寅次郎教授の経済原論の講義の始まった或るけ、秋は老酒を．本手土産に学内の先生の宿舎を訪問した。そして質問をぶつけた
c
「私は中国問題に取り組む為に同文書院に入り し が、勉強の対象は広大で奥深く、経済学だけに時間
を割く訳にはゆかぬのです。 いて 、経済を ぶに
ψ寸たり、その本質、原点を知り長期勉強の恭礎にした
い。経済学の本質は経世済民ですか？」先生日く「えらく難しい問題をぶつけてきたなア」「私が一ツ橋助教授の時、研究留学 為欧州に赴いた。英国かド
イツか迷ったが結局、オーストリア 三年間、心理学を勉強して帰って来ました。経済の勤き、現象の元は人間の心理です 西君はこれからずーっと中国で生きる人ですから中国人 心理を勉強しなさい」流石は大家、本質を掴んでおられると納得した。そしてこの教示は以後の人生に於いて大いに役に立った




















































或る時、私の友人の年寄りに、息子が初めて尚光をやり推茸を売り込みたいと一百っているのでおは中同人に顔が利くから神戸の中国人の海産物屋を紹介してやって欲しいと頼まれ、紹介した。その後、彼がごまかされ損をしたから助けてくれと私 所に来た。事情を聞くと、取り引きの最初に先方が「俺が看貨をするから、君は袋 運び、俺が読み上げた貫日を記帳し計算してくれ」というからそれに従って取り引きしたら貫目が思った以上にショートし損をした。秤に何か細工 てあったとしか考えられないと言、っ。私は椎茸の取り引きに関しては素人だから偉そうなことは言えぬが、日本の仕入先も一十し枇茸に湿っ気を持たせて貫目を増やすような事はなかった か。又中国人の秤に仕掛けがあ たと て、君が不審に思っら何故その時秤を検査するなり、今一度今度は討が看 をやるよう提案 なかったのか。中同人は尚売は戦争と忠っている節があるが、持は戦争に負けたのだから諦めよ。そして自分の甘さを自戒し、次からの商に生かせ。と説教を垂れた。説教を垂れながら中国人やスラブやユダヤ等海千山千 外凶人に対する日本 、私もその一人であるが、甘さを白戒自覚したのであった。関帝廟は中国各地で中国一般庶民、特に商売人 商売の神様として尊崇を受けている。関帝廟の祭神は三間史演義で名高い鈎の武将「関羽」である。戦いの大将が何故商売の神様となるのか。随時代にはその誠忠武勇を買って天台宗が仏教の守護神とし、道教も「伏魔大帝」と名付けて神の列に加えて随末の文弱乱世に活を入れようとし 明時代には人民統治の必要 誠忠、信義、民衆 対する仁が強烈で神に値するとし明の神宗は「コ一界伏魔物神威遠鎖天尊関聖帝君」と帝位を贈った。その後、三国演義物語が世間に広がるにつれ関帝の人気は高まる一方で、大衆の中では、そ 忠、倍、義、






















































！”i文 ，＇F院記念tll VOL. 18 GO 
O戦後の日本人貿易禁止の中、華僑を通じて神戸の貿易再興を計り、瀧川儀作氏を会長に戴き、日中財界人を集めて神戸日華実業協会を再編事務局長となり、戦後初めて神戸貿易の突破口を聞く。
O中国共産党政権となる変化により、協会を辞し神戸商工会議所秘書課長に任じ、戦後の神戸市復興に関わる。
O
昭和二八年瀧川儀作氏 すすめにより、丸紅神戸商工会議所を辞し、経済修業のため大阪の鉄鋼中小業者側、ン
lヤリング工場に投じ、戦後大激変する日本の鉄鋼業界の中で大商社、大メーカーと戦い、或は
総評等と斗い世の矛盾と斗って業界一の加工業者となる。
O過労で倒れて事業を住友金属に託し、昭和五八年住金日向会長の支援により鮒西商会を作り、斗病と中国研究を志し今日に至る。
西好隆著作『日中憂国風雲録
中国編』（あさひ高速印刷側出版部）より転載
61 わが青春の悩みと ιι
